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研究成果の概要（和文）：健常者および精神神経疾患を対象に司法的・道徳的意思決定にかかわる共感性、正義性、衝
動性、攻撃性、社会認知能力などの認知神経メカニズムや神経基盤を脳画像を用いて検討した。
刑罰を決める司法的意思決定には内側前頭前皮質と楔前部の活動が高く、これらの領域が同情処理に関わっていること
が示された。さらに情状酌量傾向には個人差が存在し、右島皮質の脳活動と相関することが判明した。中脳のセロトニ
ントランスポーターの密度が低い人は、実直な性格で、その結果、不公平な提案をされた時に、義憤に駆られ、自分の
利得を台無しにしてまで、拒否行動（報復行動）に出る傾向があることが示された。

研究成果の概要（英文）：Using neuroimaging methods, we investigated neurocognitive mechanisms of judicial 
and moral judgments, and the role s of sympathy, fairness, impulsivity and social cognition on them in hea
lthy volunteers and neuropsychiatric disorders.
Legal punitive judgments (criminal sentences) activated precuneus and anterior cingulate cortex, suggestin
g that sentencing is based on negative affective responses to murder, sympathy for mitigating circumstance
s and cognitive control to choose numerical punishments. Individual differences on the inclination to miti
gate correlated with activity in the insula. We found that individuals with a low level of serotonin trans
porters in the midbrain including dorsal raphe nucleus are honest and trustful, and thus cannot tolerate u
nfairness, being candid in expressing their frustrations. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 近年になり学際的研究が推進され、人の
社会性などの脳内基盤にについて多岐にわ
たる分野の研究者が共同で研究を行ってい
る。特に経済学と神経科学が融合した神経経
済学とよばれる領域は興隆しているが、神経
経済学と比べると、道徳的・司法的意思決定
の脳内基盤を明らかにしようとする試みは
欧米でもわずかに行われているに過ぎない。 
 
(2)裁判員制度が始まり、市民が司法判断に加
わる時代に、判断を下す側がどのような情報
を基に判断を下していくべきか、陥りやすい
バイアスなどのメカニズムを認知神経科学
的に明らかにすることも重要である。 
２．研究の目的 
（１）健常者および精神神経疾患を対象にこ
れらの道徳的意思決定にかかわる共感性、正
義性、衝動性、攻撃性、社会認知能力などの
認知神経メカニズムや神経基盤を脳画像や
用いて明らかにする。 
（２）健常者を対象に司法的意思決定に情動
や文脈がどのように影響を与えるか、脳機能
画像を用いてその認知神経学的メカニズム
を明らかにする。 
３．研究の方法 
（１） 
①不公平性に対する反応の分子神経イメー
ジング 
被験者は健常男性 20 名で、NEO-PI-R と呼ば
れる質問紙による性格検査を受けた後、上記
の最後通牒ゲームの受領者として参加した。
最後通牒ゲームでは提案者が 1000 円を受領
者とどのように分配するか一方的に提案で
きる。提案者からの提案を受領者が不公平を
感じながらも受け入れれば提案通りにお金
が二人に分配されるが、受領者がその提案を
拒否すれば、二人とも 1 円も受け取れない。
（提案者：受領者）の提案額が、（500：500）
（600：400）のものを公平な提案、（700：300）
（800：200）（900：100）を不公平な提案と
し、公平・不公平な提案をランダムに 20 回
提示した。次に被験者に、脳内のセロトニン
トランスポーターの密度を検討できる
[11C]DASB という薬剤を用いた PET 検査に
参加してもらい、不公平な提案の拒否率とセ
ロトニントランスポーターの密度との関係
を調べた。 
 
②統合失調症の共感性に関する脳白質研究
69 名の統合失調群（36.6±9.2歳と年齢、性別、
利き手、教育年数、病前 IQ が match した健
常群 69 名を対象とした。共感性は、
Interpersonal Reactivity Index (IRI)を用いて測
定 し た 。 MRI 画 像 に つ い て は 、
Diffusion-weighted imaging (DTI) 画像を撮像
し、白質統合性の指標として、Fractional 
anisotropy (FA) 値を求め、共感能力との関係
を tract-based spatial statistics (TBSS)を用いて
解析した。 

（２）① 情状酌量の fMRI 研究 
司法の場では情状酌量という言葉があり、触
法行為に至った動機に、同情する余地がある
場合には、刑が軽減される。この現象の神経
基盤を fMRI を用いて検討するために、過去
の最高裁の判例を参考に重大な事件の仮想
的なシナリオを作成した。被験者は健常者
（26 名）で仮想の裁判員役となり事件（殺人、
強盗など）の背景となる動機に同情の余地が
ないケース（私利私欲のため）と同情の余地
があるケース（介護疲れで病気の妻を殺害）
を示され、刑罰の重さを決定した。刑罰を決
めたときの脳活動を3Tの fMRIにて計測した。 
 
② 社会的文脈の刑罰への影響に関する
fMRI 研究 
赤信号みんなで渡れば怖くないという表現
があるように、不正や非道徳な行為が社会の
中で多数派となってしまうと、処罰する感情
が薄らぐ現象にも着目した。被験者（19 名）
は健常者として経済ゲームで不正を行った
相手に罰金を科すことが出来る。罰を与える
相手の不正の程度は一定でも、その周囲のプ
レーヤーが不正を行っていない状況とその
周囲の大勢のプレーヤーも同等に不正をし
ている状況を設定した。2 つの状況で不正を
行っている相手への罰の大きさと、罰金を科
す際の脳活動を 3T の fMRI にて計測した。 
 
４．研究成果 
（１）①不公平性に対する反応の分子神経イ
メージング不公平な提案に対しての拒否率
の個人差について、検討したところ、正直で
あったり、他人を信頼しやすい性格であった
りという、一見平和で温厚な性格の人ほど、
拒否率が高いということが明らかになった。
不公平な提案の拒否率とセロトニントラン
スポーターの密度との関係を調べたところ、
中脳のセロトニントランスポーターの密度
が低い人ほど、実直で正直で他人を信頼しや
すい性格傾向にあり（図 1）、かつ、不公平な
提案の拒否率が高いことがわかった。つまり、
中脳のセロトニントランスポーターの密度
が低い人は、実直な性格で、その結果、不公
平な提案をされた時に、義憤に駆られ、自分
の利得を台無しにしてまで、拒否行動（報復
行動）に出る傾向があることが示された
(Takahashi et al PNAS 2012)。 

図 1 中脳のセロトニントランスポーターと不
公平への反応の関係中脳のセロトニントラ
ンスポーターとの密度が低い人ほど、実直で



正直で他人を信頼しやすい性格傾向にあり
かつ、不公平な提案の拒否率が高い。 
 
②統合失調症の共感性に関する脳白質研究
統合失調症群では健常群に比べて、IRI にお
いて、Perspective Taking (PT)が有意に低く、
Personal Distress (PD)が高かった。白質統合性
の指標である FA 値は、統合失調症群におい
て、前頭葉、頭頂葉等の深部白質、脳梁、放
線冠などを中心に低下していた。また、統合
失調症群において、これらの FA 値が低下し
た領域の中で、脳梁膨大部を含む cluster が
PD の値と負の相関をし、左前部視床放線お
よび下前頭後頭束を含む cluster が Fantasy 
(FS)の値と正の相関を示した（Fujino et al 
Prog Neuropsychopharmacol Biol Psychiatry 
2014） 
（２）① 情状酌量の fMRI 研究 
同情評定の結果、同情的背景から殺人に至っ
た被告人には同情を高く感じ、非同情的背景
から殺人に至った被告人にはほとんど同情
しないことが確かめられた。そして、量刑評
定の結果、同情的背景から殺人に至った被告
人に対しては刑を軽くし、非同情的背景から
殺人に至った被告人には厳罰する傾向が認
められた。 次に、被験者が背景を読んでい
るときの脳活動を解析したところ、同情的背
景を読んでいるときのほうが非同情的背景
を読んでいるときよりも、内側前頭前皮質と
楔前部の活動が高く、これらの領域が同情処
理に関わっていることが示された。さらに情
状酌量傾向には個人差が存在し、右島皮質の
脳活動と相関することが判明した。すなわち、
情状酌量傾向が高い人ほど、右島皮質脳活動
が高いという結果が得られた(図 2) (Yamada 
et al Nature Commun 2012)。 
 

図 2 情状酌量傾向と右島皮質脳活動量の相
関。同情的な背景を読んだ時の島の活動が高
い人程、情状酌量傾向が高い。 
 
②社会的文脈の刑罰への影響に関する fMRI
研究 
被験者はその周囲のプレーヤーが不正を行
っていない状況で一人相手が不正を行うと、
思い罰金を科したがその周囲の大勢のプレ
ーヤーも同等に不正をしている状況では、罰
金を軽減した。これに対応するように周囲の
プレーヤーが不正を行っていない状況で一
人相手が不正を行っている条件では背側前

頭前野や前部帯状回の活動が強まることを
見出した。背側前頭前野や前部帯状回が不正
や非道徳な行為がなされている社会的コン
テキストを読み取り、刑を軽くする判断につ
ながったと考えられた(Kodaka et al 2012)。 
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